














フェーズドアレイ気象レーダの観測データ シミュレーション（解像度100mビッグデータ同化）

シミュレーション（データ同化なし） シミュレーション（解像度1kmビッグデータ同化）
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2011年にSPring-8を用いて、未解明だった光合成
の水分解反応を担うPS-Ⅱの構造を1.9Åという非
常に高い分解能で解析した。さらに2014年には
SACLAを利用することで、放射線損傷を受けてい
ないPS-Ⅱ本来の構造が明らかになり、2017年には
水分解反応の途中の状態を捉えることに成功した。
本成果は「人工光合成」のための触媒創成に重要な
基礎を提供するものである。

SPring-8では、電子をほぼ光速に加速させ、進路が曲がるときに発生する強力な放射光により、物性、ナノテクノロジーやバイオ
などの幅広い分野の研究が行われている。SACLAでは、世界最短波長0.63Åの綺麗にそろった強いＸ線レーザーにより、原子や
分子の瞬時の動きを観察することができる。

円形のSPring-8と直線形のSACLA

解像度100mのビッグデータ同化（右上）では、積乱雲内部の微細構造や降水分布が観測データをよく再現している。解像度1kmのデータ同化では、観測データを
再現しきれていない。赤は強い雨、青は弱い雨を表している。

2014年9月11日午前8時25分の神戸市付近における雨雲の分布

PS-Ⅱの全体構造

SACLA内部 真空封止アンジュレータ SPring-8内部 実験ホール

RSC …放射光科学総合研究センター AICS …計算科学研究機構

光化学系II複合体（PS-II）の構造解析

大型放射光施設「SPring-8」、X線自由電子レーザー施設「SACLA」

「京（けい）」は、1秒間に１京回（1兆の1万倍）の計算（浮動小数点演算）が可能なスーパーコンピュータ。TOP500、HPCGなど
の性能ランキングで１位を重ねて受賞。多分野のシミュレーションに対応し、使いやすさも考慮された「京」は、2012年の共用
開始以降、研究機関・大学、産業界からの利用、そして SPring-8などとの連携を通して世界トップレベルの成果を創出している。

スーパーコンピュータ「京」

RSC 自然現象をシミュレーション ゲリラ豪雨の解析 AICS

SACLA

SPring-8
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